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三重項励起状態から一重項励起状態への逆項間交差を利用した熱活性遅延蛍光 (TADF) 材料は、貴

金属を必要としない有機 EL発光材料として注目を集め、近年、研究開発が盛んに行われている 1)。し

かしながら、殆どの TADF 材料は、溶液中の分子孤立状態において強い発光を示しても固体薄膜など

の分子凝集状態では励起子相互作用、励起二量体の形成、分子間の励起エネルギー移動などによって

無放射失活が促進され発光が弱くなる濃度消光が起こる。濃度消光を抑制するために、少量の TADF

材料をホスト材料にドーピングする手法が有効であるが、真空蒸着によるドーピング濃度の厳密な制

御が必要であるため、量産を見据えた大面積素子の作製においては不利になる。 

本研究では、分子孤立状態では殆ど発光を示さないが、固体凝集状態において高い発光量子収率を

示す凝集誘起発光 (AIE) にTADF特性を付与した新しい凝集誘起遅延蛍光 (AIDF) 材料の創出とホス

ト材料を必要としないノンドープ型有機EL素子の開発を目指した。具体的には、ホウ素クラスターで

あるo-カルボラン誘導体がAIEを示すことを利用し2)、電子アクセプターおよび電子ドナーユニットを

o-カルボランの1,2位に導入したPCZ-CB-TRZ (1)、TPA-CB-TRZ (2) および、電子ドナーユニットのみ

を導入した2PCZ-CB (3) を設計・合成し (Figure 1)、光学物性、有機EL素子特性の評価を行った3)。 

化合物 1–3 は溶液中で微弱な発光を示すが、凝集に伴って発光強度が顕著に増大し、分子内電荷移

動遷移に基づく発光波長の長波長シフトを示した (Figure 2 (a) )。凝集状態における発光量子収率は、

97%まで達した。また、温度上昇に伴い遅延蛍光強度の増大を観測し、1–3がAIDF特性を示すことを

明らかにした。化合物 1–3 の単膜を発光層に用いた有機 EL素子は、外部 EL量子効率 9.2–11%を示し 

(Figure 2 (b) )、ホスト材料を必要としない発光材料として高い機能性を有することが分かった。 
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Figure 2 (a) 1の凝集に伴う発光スペクトルと発光強度の変化 (b) 1–3を
発光層に用いた有機EL素子の外部EL量子効率およびELスペクトル 

Figure 1 1–3の分子構造 
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